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の
な
い
鏡
|
|
『
六
祖
壇
経
』
呈
心
偽
考
l
|
は
じ
め
に
禅
宗
五
祖
弘
忍
3
2
1
2
3
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
、
上
座
神
秀
(
叩
l
吋
色
町
)
と
行
者
恵
能
(
呂
田
2
3
と
が
備
を
競
作
し
た
。
弘
忍
の
印
可
を
え
て
禅
宗
六
祖
・
南
宗
初
祖
と
な
っ
た
の
は
、
自
に
一
丁
字
も
な
い
米
掲
き
の
恵
能
で
あ
っ
た
:
:
・
:
・
。
禅
宗
史
上
に
名
高
い
、
恵
能
得
法
の
も
の
が
た
り
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
の
核
心
と
な
る
備
は
、
い
わ
ゆ
る
南
北
両
宗
の
家
風
を
簡
潔
に
し
め
す
も
の
と
し
て
人
口
に
脂
劇
炎
し
続
け
て
き
た
。
し
か
し
前
世
紀
初
頭
に
発
見
さ
れ
た
敦
燈
本
「
六
繍
祖
壇
経
』
は
、
恵
能
な
ら
で
は
の
絶
唱
と
目
さ
れ
て
き
た
第
三
句
の
嚇
「
本
来
無
一
物
」
を
「
仏
性
常
清
浄
」
に
作
っ
て
お
り
、
呈
心
備
が
あ
な
ら
た
め
て
研
究
者
の
関
心
を
あ
つ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
齢
乙
う
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
備
を
論
ず
る
従
来
の
研
究
で
は
後
半
二
句
に
議
論
が
集
中
し
て
お
り
、
比
較
的
テ
ク
ス
ト
が
安
定
3
 
4
し
て
い
た
前
半
二
匂
に
つ
い
て
は
、
や
や
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
感
費
藤
智
寛
が
あ
る
。
そ
こ
で
拙
稿
で
は
、
神
秀
と
恵
能
の
呈
心
偏
に
示
さ
れ
た
「
明
鏡
蓋
」
、
な
か
ん
ず
く
「
蓋
」
な
る
比
聡
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
、
そ
の
起
源
お
よ
び
『
壇
経
」
に
至
る
発
展
の
跡
を
明
ら
か
に
す
る
。
行
論
に
あ
た
っ
て
は
、
理
論
の
抽
出
よ
り
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
そ
の
表
現
に
よ
り
そ
っ
た
読
解
を
心
が
げ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
荘
子
』
よ
り
南
宗
禅
に
い
た
る
比
喰
の
使
用
と
思
想
の
形
成
と
の
関
係
を
忠
実
に
跡
+
つ
け
て
み
た
い
。
ヱ
ハ
祖
壇
経
』
の
成
書
年
代
恵
能
の
言
行
録
と
し
て
は
『
六
祖
壇
経
』
と
『
曹
渓
大
師
別
伝
』
が
っ
た
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
問
題
の
備
を
収
録
す
る
の
は
前
者
で
あ
る
。
『
壇
経
」
の
成
書
に
つ
い
て
は
議
論
百
出
の
状
態
だ
が
、
そ
れ
ら
は
お
も
に
、
現
存
最
古
の
テ
ク
ス
ト
た
る
敦
埠
本
の
内
容
に
も
さ
ら
に
新
古
の
層
を
想
定
し
、
「
原
本
」
の
復
元
と
増
広
過
程
の
解
明
を
4
目
的
と
し
て
い
る
。
拙
稿
で
は
そ
う
し
た
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
議
4
、
論
に
は
深
入
り
せ
ず
、
成
立
時
期
の
み
を
確
定
し
て
お
き
た
い
。
以
下
、
今
み
る
敦
煙
本
が
一
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
学
界
の
共
通
理
解
と
み
な
し
う
る
事
柄
の
み
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
門
人
法
海
が
筆
録
し
た
恵
能
語
録
が
『
壇
経
』
の
核
心
と
な
っ
た
こ
と
、
し
か
し
荷
沢
神
会
(
町
営
l
羽
田
)
を
顕
彰
す
る
い
く
つ
か
の
記
事
は
神
会
の
門
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
は
、
ほ
ぽ
全
て
の
研
究
者
が
承
認
し
う
る
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
神
会
の
入
寂
し
た
乾
元
元
年
(
吋
日
∞
)
が
成
書
の
上
限
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
元
和
十
三
年
(
∞
H
∞
)
の
撰
述
に
な
る
意
処
厚
の
「
驚
湖
大
義
禅
師
碑
銘
」
に
、
『
壇
経
』
な
る
書
名
が
神
会
の
名
と
と
も
に
み
え
て
お
り
、
乙
の
年
が
成
立
の
下
限
と
な
る
。
ま
た
傍
護
と
し
て
、
「
壇
経
』
が
記
す
伝
承
の
系
譜
が
あ
る
。
此
『
壇
経
』
、
法
海
上
座
集
。
上
座
元
常
、
付
同
学
道
際
、
道
際
元
常
、
付
門
人
悟
真
。
在
嶺
南
漕
(
曹
)
渓
山
法
興
寺
、
見
今
停
受
(
授
)
此
法
(
と
の
『
壇
経
』
は
、
法
海
上
座
が
集
成
し
た
。
上
座
が
み
ま
か
る
に
あ
た
っ
て
、
同
学
の
道
際
に
託
し
、
道
際
が
み
ま
か
る
に
あ
た
っ
て
、
門
人
の
悟
真
に
託
し
た
。
悟
真
は
嶺
南
の
曹
渓
山
法
興
寺
で
、
い
ま
現
在
こ
の
法
を
伝
授
し
て
い
る
1
2
8
頁
)
法
海
と
道
際
は
恵
能
の
直
弟
子
で
あ
り
、
今
『
壇
経
』
を
説
い
て
い
る
悟
真
は
そ
の
ま
た
弟
子
に
あ
た
る
。
か
り
に
こ
の
系
譜
が
虚
構
で
あ
っ
て
も
、
『
壇
経
』
に
と
っ
て
の
「
見
今
」
が
恵
能
よ
り
二
世
代
目
に
あ
た
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
馬
祖
道
一
(叶
S
l
a
g
や
石
頭
希
選
(
さ
C
I
3
3
、
磁
州
法
如
(
叶
NUl∞
戸
)
な
ど
の
活
動
期
と
な
る
。
さ
ら
に
、
『
曹
渓
大
師
別
伝
』
の
成
書
は
建
中
二
年
(
吋
巴
)
で
あ
り
、
ζ
の
頃
に
恵
能
舌
一
同
行
録
編
纂
の
機
運
が
高
潮
を
む
か
え
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
を
勘
案
す
れ
ば
、
『
壇
経
』
の
成
立
は
建
中
年
間
(
吋
包
誌
ω)
を
中
心
と
す
る
八
世
紀
後
半
に
定
め
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
詳
細
な
年
代
決
定
や
、
恵
能
真
説
の
部
分
を
抽
出
す
る
こ
と
ろ
み
は
、
あ
え
て
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
問
題
の
所
在
|
|
敦
撞
本
『
六
祖
壇
経
』
に
お
け
る
呈
心
偶
資
料
に
つ
い
て
拙
稿
の
立
場
は
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
問
題
と
な
る
神
秀
と
恵
能
の
備
を
か
か
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
神
秀
偶
で
あ
る
。
身
是
菩
提
樹
、
心
如
明
鏡
憂
。
時
時
勤
払
拭
、
莫
使
有
塵
挨
(
体
は
菩
提
樹
、
心
は
澄
ん
だ
鏡
の
蓋
の
よ
う
。
つ
ね
に
勤
め
て
拭
き
清
め
、
挨
を
つ
け
て
は
な
ら
な
い
)
(
ミ
頁
)
つ
ぎ
に
、
恵
能
備
を
ふ
く
む
本
文
を
か
か
げ
る
。
恵
能
偽
回
、
「
菩
提
本
元
樹
、
明
鏡
亦
元
墓
。
仏
性
常
清
浄
、
何
処
有
塵
挨
」
。
又
偶
目
、
「
心
是
菩
提
樹
、
身
為
明
鋭
塁
。
明
鋭
本
清
品
開
、
何
処
染
塵
挨
」
(
恵
能
の
偏
に
言
う
、
「
悟
り
に
も
と
も
と
樹
な
ど
は
な
い
し
、
澄
ん
だ
鏡
に
も
聾
は
な
い
。
仏
性
は
つ
ね
に
清
浄
、
ど
う
し
て
挨
が
つ
く
だ
ろ
う
」
と
。
ま
た
偏
に
一
一
言
う
、
「
心
は
菩
提
樹
、
体
は
澄
ん
だ
鏡
の
塞
。
澄
ん
だ
鏡
は
も
と
よ
り
清
抽
出
、
ど
う
し
て
挨
に
汚
さ
れ
よ
う
」
と
)
。
(g
頁
)
ふ
た
り
の
優
劣
は
、
「
時
々
に
勤
め
て
払
拭
」
す
る
漸
修
と
、
清
浄
な
る
本
性
へ
の
確
信
に
基
礎
を
お
い
た
頓
悟
と
の
ち
が
い
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
神
秀
は
み
ず
か
ら
が
製
作
す
る
べ
き
偶
を
「
心
偶
」
や
「
呈
心
偶
」
と
呼
ん
で
お
り
、
恵
能
も
ま
た
備
の
調
出
に
先
立
っ
て
、
そ
れ
を
「
自
ら
の
本
心
を
呈
」
す
る
と
位
置
づ
け
た
う
え
、
「
不
識
本
心
、
学
法
無
益
。
識
心
見
性
、
即
吾
(
悟
)
大
意
(
本
来
心
を
見
て
と
ら
な
け
れ
ば
、
教
え
を
学
ん
で
も
無
益
で
あ
る
。
心
を
識
り
性
を
見
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
大
い
な
る
仏
法
の
宗
旨
を
悟
る
)
」
(
自
由
頁
)
と
語
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
偏
に
お
い
て
は
、
本
性
を
め
ぐ
る
偶
の
後
半
二
句
の
み
な
ら
ず
、
「
心
」
に
言
及
す
る
前
半
も
相
応
の
重
み
を
勝
持
つ
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
怖
さ
て
、
「
菩
提
樹
」
は
今
論
じ
な
い
と
し
て
「
明
鏡
」
に
目
を
向
け
噺
る
と
、
こ
の
表
現
が
心
を
鏡
に
聡
え
る
伝
統
に
つ
ら
な
る
こ
と
は
見
しな
や
す
い
し
、
孫
昌
武
(
H
沼
田
)
の
よ
う
に
そ
の
観
点
か
ら
の
研
究
成
酌
果
も
す
で
に
挙
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
虚
心
か
つ
厳
密
に
み
る
な
5
ら
ば
、
神
秀
備
に
お
い
て
心
に
喰
え
ら
れ
て
い
る
の
は
「
明
鏡
」
で
4
は
な
く
「
明
鏡
蓋
」
で
あ
る
こ
と
が
、
未
解
決
の
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
鏡
基
の
よ
う
な
心
と
は
何
か
?
そ
の
場
合
、
「
明
鏡
」
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
フ
乙
れ
が
拙
稿
に
お
い
て
解
明
を
企
図
す
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
神
秀
偽
を
批
判
す
る
恵
能
備
が
、
批
判
対
象
よ
り
一
首
多
い
二
首
う
た
わ
れ
て
い
る
の
も
不
審
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
宋
代
以
降
の
諸
本
で
は
第
一
偶
の
み
を
残
し
て
第
二
偽
を
削
除
し
て
お
り
、
こ
れ
が
人
々
に
奇
異
の
念
を
抱
か
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
も
、
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
『
壇
経
』
の
編
纂
方
針
|
|
恵
能
備
は
な
ぜ
二
首
あ
る
の
か
は
じ
め
に
、
恵
能
の
呈
心
偶
が
二
首
存
在
す
る
理
由
か
ら
解
決
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
壇
経
』
が
偶
頒
を
収
録
す
る
際
の
体
例
か
ら
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
う
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
恵
能
が
臨
終
時
に
示
し
た
と
さ
れ
る
遺
煩
と
、
「
心
地
」
や
「
花
」
を
比
喰
と
す
る
い
く
つ
か
の
偽
で
あ
る
。
ま
ず
、
恵
能
遷
化
の
一
段
を
、
原
文
の
み
引
用
す
る
。
六
祖
一
盲
、
「
:
:
・
吾
今
教
汝
識
衆
生
見
仏
、
周
闇
『
到
劃
似
解
脱
煩
』
。
迷
即
不
見
仏
、
悟
者
即
見
」
。
法
海
願
問
、
代
代
流
伝
、
世
世
不
絶
。
六
祖
言
、
「
汝
聴
。
吾
汝
与
説
目
:
」
「
迷
即
仏
衆
生
、
悟
即
衆
生
仏
:
:
自
若
元
仏
心
、
向
何
処
46 
求
仏
」
。
大
師
言
、
斗
制
等
門
刈
矧
倒
ql国
同
留
一
一
領
、
名
討
E
岨
劃
仙
解
脱
頒
』
。
後
代
迷
(
人
〕
問
此
頒
意
、
意
即
見
自
心
自
性
真
仏
。
与
汝
此
頒
、
五
口
共
汝
別
」
。
煩
目
、
「
真
如
浄
性
是
真
仏
、
邪
見
三
毒
是
真
魔
:
:
・
今
保
世
間
学
道
者
、
不
於
此
是
大
悠
悠
」
。
大
師
説
偶
己
了
、
遂
告
門
人
目
、
「
汝
等
好
住
、
今
共
汝
別
。
吾
去
己
後
、
英
作
世
情
悲
泣
、
而
受
人
弔
問
銭
吊
、
著
孝
衣
、
即
非
聖
法
、
非
我
弟
子
・
・
・
」
。
大
師
云
此
語
己
、
夜
至
三
更
、
奄
然
遷
化
。
(
H
E
N
-
H
宏
頁
)
恵
能
は
こ
首
の
偽
煩
を
立
て
つ
づ
け
に
説
き
、
そ
れ
を
遺
頒
と
し
て
い
る
。
ヲ
」
れ
ら
二
首
は
題
名
が
酷
似
し
て
お
り
、
し
か
も
二
首
目
の
説
き
方
は
唐
突
で
、
「
吾
一
頒
を
留
め
ん
」
な
ど
と
、
ま
る
で
一
首
目
の
存
在
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
な
語
り
口
で
あ
る
。
後
代
の
諸
本
は
、
一
首
目
の
『
見
真
仏
解
脱
頒
』
を
同
内
容
の
長
行
に
改
変
し
て
お
り
、
不
自
然
な
重
複
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
し
う
る
。
ま
た
二
首
目
の
前
後
で
、
「
好
住
(
お
元
気
で
)
」
「
共
汝
別
(
君
た
ち
と
別
れ
よ
う
こ
と
い
う
告
別
の
挨
拶
が
重
複
し
て
い
る
の
も
、
や
や
不
自
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
恵
能
の
呼
称
に
「
六
祖
」
と
「
大
師
」
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
の
は
、
別
行
し
て
い
た
資
料
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
『
壇
経
」
編
纂
時
に
す
で
に
、
恵
能
の
臨
終
に
つ
い
て
複
数
の
伝
承
が
生
じ
て
お
り
、
遺
頒
も
二
種
類
が
流
通
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
『
壇
経
』
の
編
纂
者
は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
恵
能
の
言
葉
と
し
て
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
例
が
、
「
伝
衣
付
法
頒
」
に
関
し
て
も
指
摘
で
き
る
。
恵
能
は
、
達
磨
伝
来
の
法
衣
は
六
代
か
ぎ
り
の
授
受
に
と
ど
め
、
自
分
よ
り
下
の
世
代
に
は
伝
え
る
べ
き
で
な
い
と
述
べ
る
。
か
か
る
自
説
を
詮
明
す
る
た
め
に
か
れ
は
、
達
磨
以
下
六
代
の
祖
師
に
よ
る
偶
を
説
き
聞
か
せ
て
い
る
。
「
・
:
汝
不
信
、
吾
与
諦
先
代
五
祖
『
伝
衣
付
法
諦
(
頒
)
』
。
若
拠
第
一
祖
達
磨
頒
意
、
即
不
合
伝
衣
。
聴
、
吾
与
汝
頒
(
諮
?
)
」
。
回
、
「
第
一
祖
達
磨
和
尚
頒
日
、
〈
吾
大
(
本
)
来
唐
困
、
伝
教
救
迷
情
。
一
花
開
五
葉
、
結
果
自
然
成
v
。
第
二
祖
恵
可
和
尚
頒
目
、
〈
本
来
縁
有
地
、
従
地
種
花
生
。
当
来
元
元
地
、
花
従
何
処
生
〉
。
第
三
祖
僧
潔
和
尚
頒
目
、
〈
花
種
須
園
地
、
地
上
種
花
生
。
花
種
元
生
性
、
於
地
亦
元
生
〉
。
第
四
祖
道
信
和
尚
頒
目
、
〈
花
種
有
生
性
、
困
地
種
花
生
。
先
縁
不
和
合
、
一
切
尽
元
生
〉
。
第
五
祖
弘
忍
和
尚
煩
回
、
〈
有
情
来
下
種
、
元
情
花
即
生
。
元
情
又
元
種
、
心
地
亦
元
生
〉
。
第
六
祖
恵
能
和
尚
頒
目
、
〈
心
地
含
情
種
、
法
雨
即
化
(
花
)
生
。
自
悟
花
情
種
、
菩
提
果
白
成
〉
」
(
「
目
:
・
君
が
信
じ
ら
れ
な
い
な
ら
、
わ
た
し
は
先
代
五
人
の
組
師
に
よ
る
『
伝
衣
付
法
頒
』
を
聞
か
せ
て
あ
げ
よ
う
。
も
し
第
一
祖
逮
磨
頒
の
意
図
に
し
た
が
え
ば
、
衣
を
伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
。
聴
け
、
わ
た
し
は
君
の
た
め
に
諦
え
よ
う
」
。
い
わ
く
、
「
第
一
祖
達
磨
和
尚
の
頒
に
言
う
、
〈
わ
た
し
が
か
つ
て
唐
国
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
教
え
を
伝
え
て
迷
え
る
情
を
救
う
た
め
。
一
つ
の
花
は
五
枚
の
花
弁
を
ひ
ら
き
、
果
実
は
お
の
ず
と
実
を
結
ぶ
だ
ろ
う
〉
:
:
:
:
(
和
訳
省
略
)
:
:
:
:
・
第
六
祖
恵
能
和
尚
の
頒
に
言
う
、
〈
心
の
大
地
は
情
の
種
を
や
ど
し
、
教
え
の
雨
が
ふ
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
花
が
芽
吹
く
。
花
と
な
る
べ
き
情
の
種
を
悟
れ
ば
、
悟
り
の
果
実
は
お
の
ず
か
ら
実
る
〉
」
)
。
(
H
g
H
D
H
頁
)
「
も
し
第
一
祖
逮
磨
頒
の
合
意
に
し
た
が
え
ば
、
衣
を
伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
」
と
恵
能
は
言
う
。
お
そ
ら
く
、
「
一
花
五
葉
を
開
き
、
結
果
自
然
に
成
る
」
を
、
初
祖
達
磨
以
下
、
五
代
の
祖
師
が
衣
を
伝
持
す
る
が
、
そ
の
後
は
衣
の
伝
授
な
し
で
お
の
ず
と
教
団
が
発
展
す
る
、
と
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
う
。
し
か
し
、
こ
の
達
磨
領
自
体
、
恵
能
の
前
置
き
が
な
げ
れ
ば
か
か
る
読
み
込
み
は
不
可
能
で
あ
勝
る
し
、
二
祖
恵
可
以
下
の
五
首
に
い
た
っ
て
は
、
花
と
大
地
の
比
喰
舗
を
駆
使
し
て
、
衆
生
の
心
が
師
の
教
化
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
る
不
思
噸
議
を
う
た
う
も
の
の
如
く
で
、
伝
衣
と
の
関
連
が
ま
る
で
み
ら
れ
な
しな
い
。
後
世
の
諸
本
で
は
中
間
の
第
二
祖
よ
り
第
五
祖
ま
で
の
頒
を
削
酌
除
し
て
お
り
、
伝
衣
の
不
要
を
述
べ
る
だ
け
な
ら
ば
、
達
磨
と
恵
能
の
頒
の
み
で
十
分
だ
と
の
判
断
が
そ
こ
に
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
奇
妙
な
の
は
、
「
伝
衣
付
法
頒
」
に
つ
づ
け
て
説
か
れ
た
こ
47 
首
の
備
で
あ
る
。
汝
等
聴
。
吾
作
二
頒
、
取
達
磨
和
尚
頒
意
。
汝
迷
人
依
此
頒
修
行
、
必
当
見
性
。
第
二
錦
、
「
心
地
邪
花
放
、
五
葉
逐
根
随
。
共
造
元
明
葉
(
業
)
、
見
被
菜
(
業
)
風
吹
」
。
第
二
頒
、
「
心
地
正
花
放
、
五
葉
逐
根
随
。
共
修
般
若
恵
、
当
来
仏
菩
提
」
(
君
た
ち
、
聴
き
な
さ
い
。
わ
た
し
は
二
頒
を
つ
く
り
、
達
磨
和
尚
頒
の
意
を
取
ろ
う
。
君
た
ち
迷
え
る
人
々
が
こ
の
備
に
よ
っ
て
修
行
し
た
な
ら
、
か
な
ら
ず
本
性
を
見
る
だ
ろ
う
。
第
一
領
、
「
心
の
大
地
に
ゆ
が
ん
だ
花
が
咲
け
ば
、
五
葉
は
ゆ
が
ん
だ
根
に
応
じ
て
繁
る
。
そ
れ
ら
は
無
明
の
業
と
い
う
葉
と
な
っ
て
、
悪
業
の
風
に
吹
か
れ
る
」
。
第
二
煩
、
「
心
の
大
地
に
正
し
い
花
が
咲
け
ば
、
五
葉
は
正
し
い
根
に
応
じ
て
繁
る
。
そ
れ
ら
は
般
若
の
智
慧
を
修
め
て
、
将
来
は
仏
の
悟
り
と
な
る
の
だ
」
)
。
2
2
頁
)
「
達
磨
和
尚
頒
の
意
を
取
」
っ
た
と
称
す
る
こ
れ
ら
の
頒
は
し
か
し
、
伝
衣
付
法
の
意
な
ど
ま
る
で
含
ま
れ
ず
、
恵
能
み
ず
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
頒
の
功
徳
が
「
見
性
」
に
あ
る
と
述
べ
る
。
か
り
に
『
壇
経
」
の
意
を
汲
む
な
ら
ば
、
達
磨
和
尚
煩
に
か
く
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
深
意
を
発
明
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
頒
の
本
文
は
、
五
根
、
五
識
の
正
邪
と
、
ひ
い
て
は
悪
業
か
成
仏
か
の
果
報
を
分
け
る
心
の
重
大
さ
を
う
た
う
も
の
で
、
「
性
」
の
一
文
字
す
ら
記
さ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
第
一
頒
で
は
邪
見
に
よ
る
堕
落
の
可
能
性
が
警
告
さ
れ
、
ま
た
二
頒
と
も
に
修
行
者
と
師
と
の
出
会
い
を
う
た
わ
な
い
な
ど
、
「
伝
衣
8
付
法
頒
」
と
は
や
や
格
調
を
異
に
し
て
も
い
る
。
乙
の
こ
煩
は
、
後
4
世
の
諸
本
で
は
完
全
に
削
除
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
不
要
な
部
分
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
不
自
然
さ
を
理
解
す
る
手
が
か
り
は
、
神
秀
の
呈
心
備
を
評
す
る
弘
忍
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
不
如
留
此
傷
、
令
迷
人
調
。
依
此
修
行
、
不
堕
三
悪
。
依
法
修
行
、
有
大
利
益
j
i
-
-汝
等
尽
調
此
偶
者
、
方
得
見
性
。
依
此
修
行
、
即
不
墜
落
(
こ
の
偽
を
留
め
て
、
迷
え
る
者
た
ち
に
唱
え
さ
せ
る
の
が
よ
い
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
修
行
す
れ
ば
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
真
理
に
し
た
が
っ
て
修
行
す
れ
ば
、
大
き
な
利
益
が
あ
る
の
だ
:
:
:
:
・
君
た
ち
、
皆
で
こ
の
偶
を
唱
え
れ
ば
、
き
っ
と
本
性
を
見
る
と
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
乙
れ
に
よ
っ
て
修
行
す
れ
ば
、
堕
落
し
な
い
だ
ろ
う
)
(
由
∞
頁
)
こ
の
一
段
は
、
二
頒
を
説
く
恵
能
の
前
置
き
の
一
言
葉
、
「
汝
迷
人
此
の
頒
に
依
り
て
修
行
す
れ
ば
、
必
ず
当
に
見
性
せ
ん
」
と
内
容
、
表
現
を
共
有
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
『
壇
経
』
編
纂
者
が
文
章
を
潤
色
し
て
資
料
を
綴
り
合
わ
せ
た
痕
跡
と
み
な
し
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
『
壇
経
」
の
編
纂
時
に
は
、
恵
能
作
と
称
し
て
「
心
地
」
を
う
た
う
偽
頒
が
複
数
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
う
。
編
集
者
は
、
収
集
し
た
そ
れ
ら
の
偏
頒
の
う
ち
、
六
代
の
祖
師
の
名
を
冠
す
る
連
作
を
「
伝
衣
付
法
頒
」
と
し
て
利
用
し
た
が
、
恵
能
単
独
の
作
と
さ
れ
る
二
首
も
捨
て
る
に
忍
び
ず
、
無
理
な
前
置
き
を
付
し
て
「
伝
衣
付
法
頒
」
の
後
に
収
録
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
以
上
、
遺
頒
と
「
伝
衣
付
法
頒
」
と
を
分
析
し
て
き
た
が
、
入
手
し
た
資
料
に
取
捨
選
択
を
く
わ
え
ず
、
恵
能
の
言
葉
を
網
羅
す
る
の
が
『
壇
経
』
の
編
集
方
針
で
あ
っ
た
と
推
測
し
う
る
。
恵
能
の
呈
心
備
が
二
首
あ
る
の
も
、
恵
能
の
得
法
を
決
し
た
偽
に
つ
い
て
す
で
に
異
聞
が
生
じ
て
お
り
、
『
壇
経
』
が
そ
の
両
者
を
採
録
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
V
」
の
重
複
は
、
恵
能
没
後
に
お
け
る
師
説
理
解
の
振
幅
を
っ
た
え
た
貴
重
な
記
録
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
態
度
は
、
唐
代
禅
宗
に
お
け
る
偽
頒
の
複
雑
な
流
通
状
況
を
反
映
し
て
も
い
る
。
ま
ず
、
八
世
紀
の
成
立
と
お
も
わ
れ
る
「
大
乗
要
語
』
に
は
、
神
秀
呈
心
偶
と
ほ
ぽ
同
内
容
の
備
が
作
者
を
明
示
せ
ず
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
乙
れ
は
、
禅
宗
内
に
流
通
し
て
い
た
読
み
人
し
ら
ず
の
偶
が
、
恵
能
得
法
の
伝
説
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
円
珍
の
将
来
目
録
に
は
「
六
祖
和
上
(
尚
)
観
心
偶
一
巻
」
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
唐
代
に
は
恵
能
作
と
さ
れ
た
偶
頒
が
単
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
宗
密
の
引
用
す
る
呈
心
偶
は
、
『
壇
経
』
諸
本
の
ど
れ
と
も
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
引
用
者
に
よ
る
改
変
の
可
能
性
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
偽
頒
に
お
け
る
本
文
の
不
安
定
さ
を
示
す
例
の
一
つ
で
は
あ
ろ
う
。
四
『
荘
子
』
に
お
け
る
鏡
と
蓋
以
下
、
「
明
鏡
蓋
」
の
比
倫
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
る
。
本
節
で
は
、
『
荘
子
』
に
み
え
る
用
例
へ
の
検
討
を
通
し
て
、
中
国
伝
統
思
想
に
お
け
る
「
蓋
」
と
「
鏡
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
達
生
篇
の
一
段
を
引
用
す
る
。
工
佳
旋
而
蓋
規
矩
、
指
与
物
化
市
不
以
心
稽
、
故
其
霊
基
一
而
不
樫
(
名
匠
・
エ
僅
が
コ
ン
パ
ス
を
め
ぐ
ら
し
曲
尺
を
使
え
ば
、
そ
の
手
は
道
具
に
一
体
化
し
て
心
に
と
ど
こ
お
り
は
な
く
、
ゅ
う
て
な
え
に
神
霊
の
蓋
た
る
心
は
専
一
で
し
か
も
束
縛
さ
れ
る
と
と
が
な
い
)
。
以
下
、
『
荘
子
』
の
解
釈
は
お
も
に
郭
象
注
に
し
た
が
う
。
名
工
が
手
を
ひ
た
す
ら
工
具
に
し
た
が
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
神
技
の
境
地
、
そ
れ
は
「
霊
蓋
」
と
し
て
形
象
化
さ
れ
る
。
清
-
宣
頴
の
『
南
華
経
解
』
が
こ
れ
に
「
神
の
舎
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
「
霊
墓
」
船
は
精
神
を
や
ど
す
楼
蓋
の
意
と
お
も
わ
れ
る
。
「
蓋
」
な
る
が
ゆ
え
に
E
も
3
ふ
さ
作
ゆ
る
ぎ
な
く
「
一
ら
」
で
、
「
霊
」
な
る
が
ゆ
え
に
「
径
が
ら
」
な
い
噺
の
で
あ
る
。
しなの謹49 
つ
ぎ
に
、
庚
桑
楚
篇
の
用
例
を
み
る
。
備
物
以
将
形
、
蔵
不
虞
以
生
心
、
敬
中
以
達
彼
。
若
是
而
万
悪
至
者
、
皆
天
也
、
而
非
人
也
。
不
足
以
滑
成
、
不
可
内
於
霊
差
。
霊
牽
者
有
持
、
而
不
知
其
所
持
、
市
不
可
持
者
也
(
何
不
足
な
い
万
物
に
お
い
て
そ
の
形
に
し
た
が
い
、
お
も
ん
ば
か
り
の
な
い
ま
ま
に
心
を
生
じ
、
内
面
を
と
う
と
ん
で
外
境
に
応
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
逆
境
に
見
舞
わ
れ
る
の
は
、
天
の
定
め
た
運
命
で
あ
っ
て
人
為
で
は
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
心
を
み
だ
す
必
要
は
な
い
し
、
憂
い
を
神
霊
の
蓋
た
る
心
に
引
き
入
れ
る
必
要
も
な
い
。
神
霊
の
護
た
る
心
に
は
何
か
を
保
持
す
る
能
力
が
あ
る
が
、
そ
の
保
持
す
る
対
象
を
知
る
こ
と
は
な
く
、
知
ろ
う
と
し
て
も
い
け
な
い
の
で
あ
る
)
。
造
化
自
然
に
し
た
が
い
、
内
面
の
智
慧
を
つ
つ
し
み
、
思
い
は
か
ら
い
を
離
れ
た
心
、
そ
れ
が
「
霊
蓋
」
で
あ
る
。
郭
象
は
、
「
霊
墓
者
、
心
也
。
清
暢
故
、
憂
患
不
能
入
(
〈
霊
登
〉
と
は
、
心
で
あ
る
。
清
く
と
ど
こ
お
り
が
な
い
た
め
、
憂
い
わ
ず
ら
い
が
侵
入
で
き
な
い
の
で
あ
る
こ
と
注
し
て
お
り
、
こ
れ
が
心
の
比
鳴
で
あ
る
と
と
が
了
解
さ
れ
る
。
徳
充
符
篇
に
み
え
る
類
似
の
文
に
は
、
「
故
不
足
以
滑
和
、
不
可
入
於
霊
府
」
と
あ
る
が
、
「
霊
府
」
と
は
神
霊
の
や
し
き
の
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
や
は
り
精
神
の
や
ど
る
建
物
と
し
て
心
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
用
例
は
、
「
蓋
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
多
く
の
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
「
霊
裏
」
に
対
し
て
「
内
る
」
と
い
う
動
調
を
用
い
て
い
る
の
は
、
あ
る
種
の
区
切
ら
れ
た
空
間
と
し
て
心
を
形
象
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
「
憂
」
と
は
「
霊
」
を
や
ど
し
、
活
。
動
せ
し
め
る
場
所
の
謂
と
な
る
。
つ
ぎ
に
、
「
持
つ
こ
と
有
り
」
と
い
5
う
心
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
、
「
蓋
」
な
る
表
現
は
貢
献
し
て
い
る
。
安
定
し
、
か
っ
内
に
空
間
を
も
っ
た
楼
蓋
で
あ
ら
ば
こ
そ
、
心
は
千
変
万
化
す
る
外
境
を
納
め
う
る
。
た
だ
し
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
郭
象
が
こ
の
「
墓
」
と
い
う
表
現
に
み
せ
た
警
戒
心
で
あ
る
。
か
れ
は
、
「
霊
蓋
者
有
持
」
以
下
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
底
本
で
は
本
文
の
一
句
ご
と
に
付
さ
れ
た
注
を
、
ま
と
め
で
か
か
げ
て
み
よ
う
。
「
有
持
」
者
、
謂
不
動
於
物
耳
、
其
実
非
持
。
若
「
知
其
所
持
」
則
持
之
、
持
則
失
也
(
「
持
つ
こ
と
有
り
」
邑
は
、
外
物
に
動
か
さ
れ
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
何
か
を
保
持
す
る
わ
げ
で
は
な
い
。
も
し
「
其
の
持
つ
所
を
知
」
ろ
う
と
す
れ
ば
、
固
持
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
し
、
固
持
す
れ
ば
う
し
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
)
。
こ
こ
で
描
か
れ
る
心
が
、
外
物
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
な
い
「
蓋
」
で
あ
る
こ
と
は
、
郭
象
も
み
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
側
か
ら
外
物
に
手
を
の
ば
し
て
心
に
こ
だ
わ
り
を
生
じ
、
か
え
っ
て
物
を
取
り
逃
が
し
て
し
ま
う
こ
と
を
、
郭
象
は
お
そ
れ
て
い
る
。
心
が
動
揺
し
な
い
の
は
良
い
、
し
か
し
「
清
暢
」
さ
、
霊
妙
さ
を
そ
こ
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
成
玄
英
疏
が
、
「
市
不
可
持
者
也
」
に
対
し
て
「
若
し
心
の
執
持
す
る
有
ら
ば
、
則
ち
之
を
失
う
こ
と
速
し
。
故
に
〈
不
可
〉
な
り
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
の
が
、
お
な
じ
立
場
を
よ
り
明
僚
に
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
『
荘
子
』
に
お
け
る
こ
つ
の
用
例
を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
み
ず
か
ら
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
し
か
も
精
神
の
融
通
無
碍
な
は
た
ら
き
を
や
ど
す
場
と
し
て
の
「
蓋
」
で
あ
る
。
心
の
安
定
性
と
神
妙
な
る
自
在
さ
の
両
面
を
描
写
す
る
の
に
、
「
霊
蓋
」
な
る
比
輸
は
効
果
を
挙
げ
て
い
た
。
「
荘
子
』
は
ま
た
、
心
を
鏡
に
た
と
え
て
も
い
る
。
た
と
え
ば
天
道
篇
で
は
、
聖
人
の
心
の
静
け
さ
を
鏡
に
た
と
え
、
「
水
静
猶
明
。
而
況
精
神
・
聖
人
之
心
静
乎
。
天
地
之
鑑
也
、
万
物
之
鏡
也
(
水
が
静
ま
っ
て
さ
え
明
ら
か
に
も
の
を
映
す
の
だ
。
精
神
、
聖
人
の
心
の
静
け
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
天
地
を
映
す
鏡
、
万
物
を
映
す
鏡
な
の
だ
)
」
と
言
う
。
ま
た
応
帝
王
篇
は
、
至
人
の
心
が
外
物
に
対
応
す
る
あ
り
ょ
う
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
叙
述
す
る
。
至
人
之
用
心
若
鏡
。
不
将
不
迎
、
応
而
不
蔵
。
故
能
勝
物
市
不
傷
(
至
人
の
心
の
用
い
か
た
は
鏡
の
よ
う
で
あ
る
。
追
わ
ず
迎
え
ず
、
来
る
も
の
に
は
対
応
し
て
、
こ
ち
ら
を
隠
す
こ
と
は
な
い
。
ゆ
え
に
万
物
に
ま
さ
っ
て
傷
つ
か
な
い
の
で
あ
る
)
。
こ
ち
ら
か
ら
の
働
き
か
け
を
も
た
ず
、
外
物
の
去
来
に
対
応
す
る
だ
け
の
心
。
だ
か
ら
心
が
外
境
に
そ
と
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
心
な
く
し
て
、
し
か
も
前
に
置
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
物
を
映
し
出
す
鏡
が
、
そ
う
し
た
至
人
の
心
を
響
え
て
い
る
。
ま
た
徳
充
符
篇
で
は
、
申
徒
嘉
な
る
人
物
が
、
お
の
れ
の
地
位
を
笠
に
き
て
些
細
な
礼
に
こ
だ
わ
る
子
産
を
な
じ
っ
て
、
に
い
勾
ノ
。開
之
日
「
鑑
明
則
塵
垢
不
止
、
止
則
不
明
也
。
久
与
賢
人
処
則
無
過
」
(
ヲ
」
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
い
る
、
「
鏡
が
澄
ん
で
い
れ
ば
挨
は
つ
か
ず
、
挨
が
つ
く
の
は
澄
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
長
い
あ
い
だ
賢
人
と
と
も
に
お
れ
ば
、
過
ち
が
な
く
な
る
」
と
)
。
「
鑑
」
は
、
成
玄
英
の
訓
を
待
つ
ま
で
も
な
く
鏡
の
こ
と
。
こ
の
古
言
で
は
、
鏡
の
明
澄
さ
こ
そ
が
挨
を
斥
け
る
の
で
あ
っ
て
、
汚
れ
が
と
ど
ま
る
の
は
鏡
が
曇
っ
て
い
る
あ
か
し
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
比
鳴
が
、
子
産
の
見
栄
と
倣
慢
と
を
、
郭
象
注
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
「
郡
苔
の
心
猶
お
未
だ
去
ら
」
ざ
る
謹
拠
と
し
て
の
の
し
る
一
一
言
葉
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
『
荘
子
』
に
お
げ
る
鏡
は
、
清
浄
な
心
の
象
徴
で
あ
り
、
清
浄
な
ま
ま
に
外
物
に
対
応
す
る
心
の
は
た
ら
き
を
響
え
る
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
認
識
は
、
「
霊
前
置
」
な
る
比
喰
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
勝
安
定
性
ゃ
、
外
界
の
干
渉
を
う
け
な
い
場
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
滑
れ
ば
「
憂
」
と
な
り
、
清
浄
さ
と
、
そ
れ
を
う
し
な
わ
な
い
外
界
へ
嚇
の
対
応
と
を
描
こ
う
と
す
れ
ば
「
鏡
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
しなの蓋
つ
ぎ
の
よ
う
五
仏
教
に
お
け
る
鏡
と
壷
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管
見
の
か
ぎ
り
、
漢
訳
仏
典
に
「
鏡
歪
」
「
霊
蓋
」
な
る
言
葉
は
み
ら
れ
な
い
。
が
、
鏡
そ
の
も
の
は
、
仏
経
で
も
比
喰
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
北
本
『
浬
梁
経
』
巻
三
十
一
・
師
子
肌
菩
薩
品
第
十
一
之
五
で
は
、
禅
定
と
智
慧
の
関
係
を
し
め
す
比
鳴
を
列
挙
す
る
中
で
、
「
響
う
る
に
明
鏡
の
面
像
を
照
了
す
る
が
如
し
。
菩
陸
の
定
慧
も
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
」
(
同
国
N
叶
印
『
)
と
吾
一
守
つ
。
「
定
」
を
「
明
鏡
」
、
「
慧
」
を
鏡
の
「
照
了
」
す
る
は
た
ら
き
に
喰
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
玄
笑
訳
以
降
に
目
を
向
け
れ
ば
、
法
相
唯
識
の
諸
典
籍
で
い
う
「
鏡
智
」
「
大
円
鏡
智
」
に
ま
ず
は
想
到
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
鏡
は
暖
昧
に
心
を
喰
え
る
の
で
は
な
く
、
智
慧
に
特
化
し
た
比
喰
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
中
国
の
仏
教
者
に
よ
る
鋭
の
比
鳴
を
検
討
す
る
が
、
禅
宗
へ
の
連
続
と
い
う
観
点
か
ら
み
の
が
せ
な
い
の
は
、
劉
宋
の
中
興
寺
僧
罵
が
仏
智
を
論
じ
た
言
葉
で
あ
る
。
今
、
吉
蔵
(
叩
怠
l
岳
民
)
の
『
浬
擦
経
遊
意
』
に
よ
っ
て
そ
れ
を
確
認
す
る
。
吉
蔵
は
、
永
遠
不
変
で
あ
る
は
ず
の
仏
智
が
、
流
動
生
滅
す
る
現
象
界
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
の
か
、
と
い
う
聞
い
を
も
う
け
、
旧
説
を
紹
介
す
る
。
故
彰
城
法
師
為
此
難
故
、
明
果
乃
無
大
期
生
滅
、
猶
有
念
念
流
動
、
逐
境
去
来
、
此
解
不
可
。
故
経
云
、
「
若
言
如
来
無
常
、
舌
則
堕
落
」
o
此
師
現
世
舌
焔
口
中
也
(
そ
こ
で
、
彰
城
嵩
法
師
は
こ
の
間
難
に
こ
た
え
る
た
め
、
仏
果
の
智
慧
に
は
死
滅
が
な
く
、
一
瞬
一
瞬
に
流
動
し
、
対
境
と
と
も
に
去
来
す
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
。
ゆ
え
に
『
淫
梁
経
』
に
「
も
52 
し
知
来
が
無
常
で
あ
る
と
い
え
ば
、
舌
が
抜
け
落
ち
る
」
と
言
う
と
お
り
、
彰
城
法
師
は
生
き
な
が
ら
に
舌
が
腐
附
加
し
て
し
ま
っ
た
)
。
(
吋
ω
白
、
お
∞
釦
)
彰
城
法
師
す
な
わ
ち
僧
嵩
は
、
湿
擦
の
の
ち
に
も
、
変
転
す
る
対
境
に
一
瞬
ご
と
に
応
援
し
つ
づ
け
る
仏
智
を
想
定
し
、
「
如
来
は
無
常
な
り
と
言
」
う
罪
を
得
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
か
れ
は
、
自
説
を
あ
ら
た
め
た
と
い
う
。
彼
師
尋
改
悔
作
懸
高
堂
。
響
如
鏡
在
高
堂
、
万
像
現
鏡
中
突
、
像
有
去
来
、
鏡
無
生
滅
。
雌
作
此
解
、
猶
在
不
免
難
。
鏡
是
無
情
、
知
是
霊
識
。
又
且
鋭
是
無
常
。
云
何
得
響
常
住
之
智
(
法
師
は
つ
い
で
、
反
省
の
う
え
改
め
て
「
鏡
を
高
殿
に
懸
け
る
」
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
鏡
を
高
殿
に
懸
げ
、
あ
ら
ゆ
る
映
像
が
鏡
の
中
に
現
れ
る
よ
う
な
も
の
、
映
像
は
去
来
す
る
が
、
鏡
は
生
滅
し
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
。
乙
の
解
釈
で
も
、
ま
だ
批
判
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
鏡
は
心
な
き
物
体
だ
が
、
智
慧
は
霊
妙
な
る
認
識
作
用
で
あ
る
。
ま
た
鏡
は
無
常
な
る
物
質
で
あ
る
。
ど
う
し
て
永
遠
の
智
慧
を
喰
え
う
る
だ
ろ
う
か
)
。
(
斗
呂
、
国
ω
∞釦)
僧
嵩
の
提
示
し
た
あ
ら
た
な
説
は
、
仏
智
を
鏡
に
た
と
え
る
。
外
境
を
鏡
に
う
つ
る
映
像
に
、
智
慧
を
鏡
に
た
と
え
る
こ
と
で
、
無
常
の
現
象
界
を
認
識
し
な
が
ら
も
そ
こ
か
ら
独
立
し
た
智
慧
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
う
。
鏡
に
よ
っ
て
、
自
在
な
は
た
ら
き
と
、
外
境
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
恒
常
性
と
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、
『
荘
子
』
以
来
の
伝
統
を
つ
ぐ
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
鏡
が
「
高
堂
」
に
懸
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
伝
承
に
よ
っ
て
は
乙
れ
が
「
高
蓋
」
と
な
る
か
ら
、
鏡
が
高
く
掲
げ
ら
れ
れ
ば
、
万
物
を
く
ま
な
く
映
せ
る
と
観
念
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
「
高
堂
」
と
は
高
貴
な
人
物
の
客
聞
や
政
庁
の
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。
主
人
の
座
に
坐
し
た
ま
ま
で
、
訪
れ
る
人
々
の
善
悪
を
餓
す
こ
と
な
く
見
抜
く
官
僚
の
理
想
が
、
明
鏡
ひ
い
て
は
仏
智
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
吉
蔵
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は
霊
妙
に
し
て
永
遠
の
智
慧
を
無
情
に
し
て
無
常
の
鋭
と
同
一
視
す
る
、
錯
誤
に
み
ち
た
比
轍
で
あ
っ
た
。
な
お
、
『
荘
子
』
応
帝
王
篇
「
至
人
之
用
心
若
鏡
」
下
の
成
玄
英
疏
は
、
「
夫
懸
鏡
高
堂
、
物
来
斯
照
。
至
人
虚
応
、
其
義
亦
然
(
鏡
を
高
殿
に
懸
け
、
物
が
現
れ
れ
ば
映
す
。
至
人
が
虚
静
の
ま
ま
に
対
応
す
る
の
も
、
お
な
じ
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
僧
嵩
同
様
の
比
鳴
を
も
ち
い
る
。
僧
罵
の
比
聡
に
お
け
る
中
国
固
有
思
想
と
の
親
和
性
が
、
こ
こ
か
ら
逆
に
う
か
が
え
る
。
ー』，、
禅
宗
に
お
け
る
鏡
と
葺
(
一
)
荷
沢
神
会
禅
宗
に
お
い
て
「
肇
」
と
と
も
に
鏡
の
比
鳴
を
論
じ
る
記
事
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
『
梼
伽
師
資
記
』
第
四
祖
祭
禅
師
章
に
引
く
「
詳
玄
伝
」
、
選のない鏡(爾藤)
す
な
わ
ち
北
周
・
仙
城
慧
命
の
「
詳
玄
賦
」
の
注
に
初
見
す
る
。
「
観
無
凝
於
縁
起
、
信
難
思
於
物
性
。
猶
宝
殿
之
垂
珠
、
似
格
基
之
懸
鏡
。
彼
此
異
而
相
入
、
紅
紫
分
而
交
映
(
縁
起
す
る
諸
法
に
お
い
て
個
物
の
融
還
を
観
察
し
、
物
の
実
性
に
お
い
て
そ
の
は
か
り
難
い
道
理
を
信
ず
る
。
た
と
え
ば
御
殿
に
垂
ら
さ
れ
た
珠
玉
、
玉
の
う
て
な
に
懸
け
ら
れ
た
鏡
の
よ
う
な
も
の
、
か
れ
と
こ
れ
と
が
異
な
り
つ
つ
融
合
し
、
赤
と
紫
と
は
分
か
れ
な
が
ら
も
互
い
に
映
す
)
」
(
叶
缶
、
H
M
g
F
)
が
そ
れ
で
、
こ
こ
で
「
壷
」
は
蜜
座
で
は
な
く
楼
基
の
こ
と
、
一
即
一
切
の
理
を
合
わ
せ
鏡
の
輸
に
よ
っ
て
説
い
た
も
の
で
、
「
翠
」
に
重
点
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
一
段
は
僧
環
の
注
で
は
な
く
慧
命
の
本
文
に
あ
た
る
の
で
、
純
然
た
る
禅
思
想
で
は
な
い
。
本
節
で
は
「
壇
経
』
と
関
係
の
深
い
資
料
と
し
て
、
神
会
の
語
録
で
あ
る
『
南
陽
和
尚
問
答
雑
徴
義
』
を
検
討
す
る
。
底
山
筒
法
師
問
、
「
明
鏡
高
差
即
能
照
万
像
、
万
像
即
悉
現
其
中
。
此
者
若
為
」
。
答
、
「
明
鏡
高
華
、
能
照
万
像
、
万
像
即
悉
現
其
中
。
古
得
(
徳
)
相
伝
。
共
称
為
妙
、
今
此
門
中
、
未
許
為
妙
。
何
以
故
。
且
如
明
鏡
則
能
監
(
鑑
)
万
像
、
万
像
不
現
其
中
、
此
将
為
妙
。
何
以
故
。
如
来
以
無
分
別
智
、
能
分
別
一
切
。
宣
有
分
別
之
心
而
能
分
別
一
切
」
(
鹿
山
簡
法
師
が
問
う
、
「
澄
ん
だ
鏡
は
高
き
う
て
な
に
あ
っ
て
万
象
を
映
し
、
万
象
は
残
ら
ず
そ
の
中
に
現
れ
る
。
こ
の
境
地
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
o
答
、
「
澄
ん
だ
鏡
は
高
き
う
て
な
に
あ
っ
て
万
象
を
映
し
、
万
象
は
残
ら
53 
ず
そ
の
中
に
現
れ
る
。
こ
れ
を
古
の
大
徳
ら
は
相
伝
え
て
、
み
な
絶
妙
な
境
地
と
し
た
が
、
今
わ
が
法
門
で
は
、
絶
妙
な
境
地
と
は
し
な
い
。
な
ぜ
か
。
た
と
え
ば
澄
ん
だ
鏡
が
万
象
を
照
ら
し
な
が
ら
、
万
象
が
そ
の
中
に
現
れ
な
い
、
こ
れ
を
絶
妙
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
如
来
は
無
分
別
の
智
慧
に
よ
っ
て
こ
そ
、
一
切
を
分
別
で
き
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
分
別
す
る
心
を
持
っ
て
一
切
を
分
別
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
)
。
(
∞
∞
頁
)
質
問
者
の
発
す
る
「
明
鏡
高
蓋
」
の
比
鳴
が
彰
城
法
師
や
『
拐
伽
師
資
記
』
を
踏
襲
す
る
こ
と
、
先
学
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
鹿
山
簡
法
師
の
名
は
、
「
雑
徴
義
』
中
に
も
う
一
箇
所
み
え
て
い
る
。
鹿
山
簡
法
師
問
、
「
見
覚
雄
然
行
、
還
同
生
滅
。
今
修
何
法
、
得
不
生
滅
」
。
答
、
「
今
言
見
者
、
本
無
生
滅
。
今
一
一
百
生
滅
者
、
自
是
生
滅
人
見
也
。
若
無
生
滅
、
即
是
不
生
滅
」
(
鹿
山
簡
法
師
が
問
う
、
「
見
・
覚
の
は
た
ら
き
は
起
こ
す
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
や
は
り
生
滅
の
領
域
で
あ
り
ま
す
。
今
、
ど
ん
な
法
を
修
め
れ
ば
、
生
滅
し
な
い
境
地
を
得
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
」
。
答
、
「
今
、
〈
見
〉
と
言
う
の
は
、
も
と
も
と
生
滅
の
な
い
見
で
あ
る
。
今
、
生
滅
と
言
う
の
は
、
も
と
よ
り
生
滅
の
境
地
に
あ
る
人
の
〈
見
〉
な
の
で
あ
る
。
も
し
〔
は
じ
め
か
ら
〕
生
滅
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
生
滅
し
な
い
乙
と
で
あ
る
」
)
。
(
∞
ω
頁
)
前
者
の
「
明
鏡
」
の
問
答
は
、
こ
の
「
見
覚
」
に
つ
い
て
の
問
答
を
前
提
し
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
現
象
界
に
お
ち
乙
ま
ず
に
4
現
象
を
認
識
す
る
は
た
ら
き
は
あ
り
う
る
の
か
、
そ
れ
は
は
る
か
に
5
僧
嵩
や
吉
蔵
ら
を
継
承
し
た
、
神
会
門
下
に
お
け
る
主
要
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
神
会
は
、
生
滅
を
は
な
れ
た
人
の
見
聞
覚
知
は
、
や
は
り
生
滅
を
は
な
れ
た
そ
れ
だ
と
断
言
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
簡
法
師
は
、
そ
の
場
で
な
の
か
後
日
な
の
か
、
「
明
鏡
高
差
」
云
々
の
古
句
を
想
起
し
た
。
こ
れ
と
そ
が
、
生
滅
せ
ざ
る
「
見
覚
」
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
、
と
。
だ
が
案
に
相
違
し
て
、
神
会
は
こ
の
古
言
を
み
と
め
な
い
。
か
れ
に
と
っ
て
、
像
を
う
っ
す
鏡
に
よ
っ
て
醤
え
ら
れ
る
心
は
、
な
お
分
別
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
た
。
そ
こ
で
神
会
は
、
万
物
を
照
ら
し
な
が
ら
像
を
う
っ
さ
な
い
と
い
う
、
あ
ら
た
な
比
鳴
を
提
出
す
る
。
対
象
を
把
捉
し
な
が
ら
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
是
非
相
対
の
見
を
一
切
お
こ
さ
な
い
無
分
別
智
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
正
確
に
描
写
し
う
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
雑
徴
義
』
で
は
い
ま
一
箇
所
、
張
燕
公
す
な
わ
ち
張
説
(
司
令
3
3
と
の
問
答
に
も
、
鏡
の
比
織
が
み
え
る
。
張
説
は
、
「
禅
師
日
常
説
元
念
法
、
勧
人
修
学
、
未
審
元
念
法
有
元
(
禅
師
は
日
ご
ろ
、
無
念
の
法
を
説
い
て
人
に
修
学
を
す
す
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
い
っ
た
い
、
そ
の
無
念
の
法
は
有
で
し
ょ
う
か
、
無
で
し
ょ
う
か
)
」
(
お
頁
)
と
切
り
出
す
。
そ
れ
に
対
し
て
神
会
は
、
無
念
の
境
地
を
言
葉
で
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
告
げ
、
今
あ
え
て
説
い
て
い
る
の
は
、
質
問
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
。
参
学
者
と
禅
師
の
こ
う
し
た
関
係
は
、
「
響
知
明
鏡
、
若
不
対
像
、
鏡
中
終
不
現
像
。
爾
今
現
像
者
、
為
対
物
故
、
所
以
現
像
(
た
と
え
ば
澄
ん
だ
鏡
が
、
も
し
像
に
接
し
な
け
れ
ば
、
鏡
の
中
に
は
つ
い
に
像
が
現
れ
な
い
。
今
、
像
を
現
わ
す
と
言
う
の
は
、
像
に
接
し
た
た
め
に
、
像
を
現
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る)」
(
S
頁
)
と
、
鏡
の
比
聡
で
説
明
さ
れ
る
。
こ
と
で
は
、
み
ず
か
ら
は
作
用
せ
ず
、
対
象
の
存
在
に
応
じ
て
は
じ
め
て
映
像
の
は
た
ら
き
が
生
ず
る
と
い
う
、
伝
統
的
な
発
想
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
張
説
は
鏡
の
比
鳴
を
、
禅
師
の
接
化
の
あ
り
よ
う
で
は
な
く
、
無
念
に
お
け
る
智
慧
の
問
題
に
読
み
換
え
よ
う
と
す
る
。
か
れ
【
U
V
の
撰
に
な
る
神
秀
の
碑
銘
に
も
「
心
鋭
」
の
語
が
み
え
て
お
り
、
心
や
智
慧
を
鏡
に
た
と
え
る
発
想
は
、
張
説
に
も
お
な
じ
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
問
団
、
「
若
不
対
像
、
照
不
照
」
。
答
目
、
「
ム
ユ
一
口
照
者
、
不
言
対
与
不
対
、
倶
常
照
」
。
問
、
「
既
無
形
像
、
復
無
一
一
盲
説
、
一
切
有
元
皆
不
可
立
。
今
言
照
者
、
復
是
何
照
」
。
答
目
、
「
今
言
照
者
、
以
鏡
明
故
、
有
自
性
照
。
若
以
衆
生
心
湾
、
自
然
有
大
智
慧
光
、
照
無
飴
世
界
」
(
問
、
「
も
し
像
に
接
し
な
け
れ
ば
、
映
し
出
す
の
で
し
ょ
う
か
」
。
答
、
「
今
、
映
し
出
す
と
言
う
の
は
、
接
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
問
、
「
形
も
な
く
、
言
葉
も
な
い
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
有
や
無
の
現
象
は
成
立
し
な
い
で
し
ょ
う
。
今
、
映
す
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
〈
映
す
〉
な
の
で
し
ょ
う
か
」
。
答
、
「
今
、
映
す
と
言
う
の
は
、
鏡
が
澄
ん
で
い
る
た
め
に
、
自
性
と
し
て
の
映
し
出
す
は
た
ら
き
が
あ
る
の
で
あ
る
。
も
し
衆
生
の
心
が
清
け
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
大
い
な
る
智
慧
の
光
が
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
照
ら
し
だ
す
で
あ
ろ
う
」
)
。
(S
頁
)
神
会
は
、
鏡
を
「
衆
生
心
」
に
、
映
し
出
す
は
た
ら
き
を
「
智
慧
」
に
配
当
し
、
そ
れ
が
物
に
相
対
し
て
い
な
い
時
に
も
、
鏡
の
照
用
は
本
性
と
し
て
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
言
明
す
る
。
こ
れ
は
、
鏡
の
比
輸
の
歴
史
に
異
彩
を
放
つ
主
張
と
い
え
る
。
み
ず
か
ら
は
対
境
を
追
い
か
け
ず
、
た
だ
お
の
れ
の
前
に
出
現
し
た
万
物
を
映
し
出
す
鏡
こ
そ
が
心
と
智
慧
の
理
想
態
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
『
荘
子
』
と
六
朝
仏
教
に
遇
底
す
る
思
想
で
あ
っ
た
。
だ
が
神
会
の
み
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
用
心
も
流
動
す
る
外
境
の
干
渉
か
ら
逃
れ
き
っ
て
は
お
ら
ず
、
仏
智
と
み
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
れ
は
、
よ
り
徹
底
し
て
外
境
か
ら
独
立
し
た
智
慧
を
、
「
荘
子
』
以
来
否
定
さ
れ
て
き
た
主
体
の
側
に
ふ
た
た
び
も
と
め
る
。
内
心
の
分
別
か
ら
も
外
秘
境
の
束
縛
か
ら
も
自
由
な
智
慧
、
そ
れ
が
滑
ら
か
な
衆
生
心
を
根
拠
舗
と
し
て
発
出
さ
れ
る
智
慧
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
「
衆
生
心
浄
」
の
噺
内
実
は
、
か
れ
が
「
日
常
に
説
」
い
て
い
た
と
い
う
「
形
像
無
く
」
しな
「
言
説
無
」
き
「
無
念
の
法
」
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
一
昨
以
上
、
ふ
た
つ
の
問
答
を
還
し
て
神
会
が
描
き
出
し
た
仏
智
と
は
、
対
境
の
有
無
と
は
別
に
本
性
と
し
て
独
立
存
在
し
、
そ
れ
が
は
た
ら
5
 
5
く
際
に
は
あ
く
ま
で
「
無
分
別
」
「
無
念
」
な
る
清
ら
か
な
心
に
作
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
か
れ
は
、
『
荘
子
』
や
彰
城
法
師
な
ど
に
み
ら
れ
る
伝
統
的
な
鏡
の
比
鳴
に
か
わ
る
、
あ
ら
た
な
比
喰
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
前
章
で
み
た
彰
城
法
師
の
「
高
堂
(
窒
こ
の
比
喰
で
い
う
「
墓
」
と
は
墓
座
で
は
な
く
楼
墓
、
し
た
が
っ
て
「
高
」
に
力
点
を
置
い
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
神
会
に
い
た
っ
て
は
簡
法
師
の
質
問
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
「
高
蓋
」
を
完
全
に
無
視
し
て
い
る
。
次
節
で
は
、
蓋
座
と
し
て
の
「
基
」
の
響
え
を
肯
定
的
に
使
用
し
た
禅
文
献
を
探
索
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
合
己
虚
空
に
か
け
ら
れ
た
鏡
八
世
紀
後
半
の
成
立
と
お
も
わ
れ
る
禅
文
献
に
は
、
「
憂
」
の
比
織
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
、
荷
沢
神
会
の
作
と
も
さ
れ
る
「
五
更
転
」
の
一節。
二
更
催
、
大
円
宝
鏡
鎮
安
選
。
衆
生
不
了
肇
縁
境
、
由
斯
障
関
心
不
開
。
本
自
浄
、
没
麗
挨
。
元
染
著
、
絶
輪
廻
。
諸
行
元
常
是
生
滅
、
但
観
実
相
見
如
来
(
二
更
は
夜
が
す
す
む
時
、
大
き
く
ま
ど
か
な
宝
鏡
は
つ
ね
に
蓋
に
お
か
れ
て
い
る
。
衆
生
は
そ
れ
を
知
ら
ず
外
境
に
と
り
っ
き
、
そ
れ
に
よ
り
塞
が
れ
て
心
が
ひ
ら
同
り
な
い
。
も
と
よ
り
清
く
、
塵
や
挨
は
な
い
。
染
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
輪
廻
を
逃
れ
て
い
る
。
無
常
な
る
現
象
は
生
滅
の
境
地
で
あ
る
が
、
も
し
そ
こ
に
実
相
を
み
れ
ば
、
そ
れ
が
如
来
に
ま
み
え
る
こ
と
で
あ
る
)
。
56 
こ
こ
で
「
選
」
と
は
、
「
実
相
を
観
ず
」
る
大
円
鋭
智
を
そ
な
え
た
心
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
安
」
と
い
う
動
詞
か
ら
は
、
鋭
が
楼
憂
に
か
か
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
基
座
に
安
置
さ
れ
た
さ
ま
の
描
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鏡
と
裏
の
比
倫
明
や
、
「
本
自
り
浄
、
盛
挨
没
し
」
と
い
う
表
現
は
、
た
だ
ち
に
『
壇
経
』
の
呈
心
偶
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
歌
は
鏡
の
よ
う
な
智
慧
が
心
に
そ
な
わ
り
内
拭
き
払
う
の
を
待
た
ず
に
清
浄
で
あ
る
と
い
う
。
ヲ
」
れ
は
恵
能
の
第
二
備
に
ほ
ぽ
一
致
し
、
第
一
偶
と
は
「
蓋
」
の
あ
っ
か
い
に
お
い
て
相
違
し
て
い
る
。
ほ
か
、
貞
元
年
間
(
叶
g
g印
)
の
成
書
と
っ
た
え
ら
れ
る
『
宝
林
伝
』
に
も
「
基
」
の
喰
え
が
み
え
る
。
ま
ず
、
昭
明
太
子
作
と
自
称
す
る
達
摩
祭
文
に
、
「
霊
基
鎮
照
、
広
彰
折
醜
、
永
一
作
心
師
、
長
為
導
首
(
霊
智
の
蓋
た
る
心
は
い
く
久
し
く
輝
い
て
、
広
く
美
醜
を
明
ら
か
に
し
、
と
わ
に
心
の
師
と
な
っ
て
、
と
こ
し
え
に
導
き
手
と
な
ら
ん
こ
と
を
)
」
(
巻
第
八
、
己
申
頁
)
と
の
く
だ
り
が
あ
る
。
「
霊
蓋
」
は
な
が
先
に
み
た
よ
う
に
『
荘
子
」
に
由
来
す
る
言
葉
。
こ
こ
で
は
、
「
鎮
く
照
ら
し
」
「
折
醜
を
彰
ら
か
に
し
」
な
ど
、
鏡
の
縁
語
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
鏡
と
選
の
比
倫
が
定
着
し
て
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
祭
文
は
さ
ら
に
、
人
々
の
ね
が
い
む
な
し
く
遷
化
し
た
達
磨
を
悼
む
。
鳴
呼
哀
哉
、
大
円
宝
鏡
落
心
差
。
盛
岡
嗣
静
然
将
没
照
、
迷
門
関
摂
若
為
開
(
あ
あ
悲
し
い
こ
と
よ
、
大
き
く
ま
ど
か
な
宝
鏡
は
心
の
蛋
か
ら
落
ち
た
。
そ
こ
に
汚
れ
が
積
も
っ
て
す
)
光
を
ね
う
し
な
お
う
と
し
、
迷
い
の
門
の
か
ん
ぬ
き
は
摂
じ
曲
が
っ
て
開
く
ζ
と
は
な
い
)
。
(
民
主
貝
)
先
の
「
霊
墓
」
を
う
貯
て
「
心
蓋
」
が
も
ち
い
ら
れ
、
達
磨
の
入
寂
は
智
慧
の
鏡
が
心
の
護
か
ら
落
ち
、
二
度
と
輝
き
を
放
た
な
い
こ
と
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
こ
と
で
は
、
中
国
固
有
の
「
蓋
」
の
響
え
と
、
漠
訳
仏
典
の
「
大
円
鏡
智
」
と
の
結
合
を
み
る
と
と
が
で
き
る
。
以
上
ふ
た
つ
の
文
献
は
「
蜜
」
を
肯
定
的
に
使
っ
て
い
た
が
、
恵
能
呈
心
偶
の
第
一
偽
に
「
明
鏡
も
亦
た
霊
元
し
」
と
あ
る
こ
と
の
意
味
が
、
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
そ
れ
を
か
ん
が
え
る
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
『
大
乗
関
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』
で
あ
る
。
該
書
の
作
者
で
あ
る
慧
光
は
、
論
中
に
み
ず
か
ら
の
経
歴
を
の
ベ
、
嵩
山
老
安
(印∞
N
1
8
3
と
荷
沢
神
会
に
参
じ
、
南
北
二
宗
の
奥
旨
に
通
じ
た
と
い
う
。
伊
吹
2
8
3
は
、
こ
れ
が
『
頓
悟
真
宗
金
剛
般
若
達
彼
岸
法
門
要
訣
』
の
作
者
で
あ
る
侯
莫
陳
淡
3
g
i
g
s
の
伝
記
を
改
換
し
て
狸
造
さ
れ
た
経
歴
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
頓
悟
真
宗
論
』
の
成
書
は
神
会
が
没
し
て
聞
も
な
い
八
世
紀
後
半
、
す
な
わ
ち
『
壇
経
』
と
同
時
期
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
さ
て
本
書
は
、
阿
頼
耶
識
を
転
じ
て
大
円
鏡
智
と
す
る
こ
と
を
論
じ
て
、
つ
。
き
の
よ
h
つに=
一回
h
つ。
第
八
阿
頼
耶
識
、
蔵
中
即
空
、
雑
染
種
子
、
悉
皆
清
揮
。
猶
如
明
鋭
懸
在
於
空
、
一
切
万
像
悉
皆
中
現
、
而
此
明
鏡
終
不
作
念
言
「
我
能
現
像
」
、
像
亦
不
言
「
我
従
鏡
生
」
、
無
能
無
所
、
故
説
此
智
名
為
大
円
鏡
智
(
第
八
阿
頼
耶
識
に
つ
い
て
は
、
識
と
い
う
蔵
の
中
は
空
っ
ぽ
で
、
第
七
末
那
識
に
染
め
ら
れ
た
諸
業
の
種
子
も
こ
と
ご
と
く
清
浄
と
な
る
。
ち
ょ
う
ど
、
澄
ん
だ
鏡
が
虚
空
に
懸
げ
ら
れ
、
一
切
万
物
の
映
像
が
こ
と
ご
と
く
そ
の
中
に
現
れ
る
が
、
こ
の
澄
ん
だ
鏡
は
た
え
て
「
わ
た
し
は
像
を
映
す
」
と
は
言
わ
ず
、
映
像
も
ま
た
「
わ
た
し
は
鏡
か
ら
生
ま
れ
た
」
と
は
言
わ
ず
、
主
体
も
客
体
も
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
智
慧
を
、
大
円
鏡
智
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
)
。
(、
H
田
町
、
ロ
gv)
阿
頼
耶
識
が
大
円
鏡
智
た
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
実
体
を
も
た
な
い
空
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
阿
頼
耶
識
の
別
名
で
あ
る
蔵
識
か
ら
、
そ
の
空
虚
に
し
て
清
浄
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
第
八
識
は
諸
業
の
種
子
を
た
く
わ
え
る
蔵
で
あ
る
が
、
倉
庫
か
ら
で
あ
れ
ば
そ
の
本
来
態
は
空
で
あ
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
こ
の
空
駒
な
る
識
は
虚
空
に
、
そ
こ
に
発
す
る
智
慧
は
鏡
に
た
と
え
ら
れ
る
。
繍
「
明
鏡
懸
げ
て
空
に
在
り
」
が
、
空
な
る
阿
頼
耶
識
の
智
慧
を
指
す
犠
と
す
れ
ば
、
『
壇
経
』
の
「
明
鏡
も
亦
た
蓋
元
し
」
と
は
、
仏
智
の
は
しな
た
ら
く
心
が
実
体
を
持
た
ず
空
無
な
る
と
と
の
謂
で
あ
ろ
う
。
の謹57 
七
ふ
た
た
び
『
壇
経
』
呈
心
備
を
読
む
こ
こ
に
至
っ
て
、
『
壇
経
』
の
呈
心
備
を
理
解
す
る
準
備
は
も
は
や
と
と
の
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
以
下
、
一
首
づ
っ
吟
味
を
く
わ
え
よ
う
。
ま
ず
は
、
神
秀
備
で
あ
る
。
身
是
菩
提
樹
、
心
如
明
鏡
蓋
。
時
時
勤
払
拭
、
莫
使
有
塵
挨
。
こ
れ
は
、
全
体
が
「
勤
め
て
払
拭
」
す
る
実
践
を
う
た
う
偶
と
し
て
読
解
可
能
で
あ
る
。
身
を
樹
木
に
た
と
え
る
の
は
、
坐
禅
の
姿
勢
か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
う
か
。
禅
定
の
境
地
に
お
い
て
、
衆
生
の
肉
身
は
仏
性
が
顕
現
し
た
仏
身
と
な
る
。
二
句
目
は
、
三
昧
に
よ
っ
て
筆
の
よ
う
に
安
定
し
た
心
に
こ
そ
智
慧
の
輝
き
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ゆ
る
ぎ
な
い
心
を
智
慧
の
は
た
ら
く
場
と
し
て
と
ら
え
る
、
『
荘
子
』
の
「
霊
墓
」
を
継
承
す
る
発
想
と
い
え
よ
う
。
か
く
て
獲
得
さ
れ
た
仏
身
・
仏
智
を
、
た
ゆ
ま
ぬ
修
行
に
よ
っ
て
維
持
す
る
乙
と
が
、
こ
の
偶
で
は
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
恵
能
偽
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
第
二
備
を
先
に
検
討
す
る
。
心
是
菩
提
樹
、
身
為
明
鏡
墓
。
明
鏡
本
清
浄
、
何
処
染
塵
挨
。
「
心
」
と
「
身
」
と
が
、
神
秀
備
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
「
身
」
を
「
心
」
を
や
ど
す
「
窪
」
と
と
ら
え
た
う
え
で
、
菩
提
(
さ
と
り
)
は
「
身
」
よ
り
も
「
心
」
に
当
て
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
の
ち
に
圭
峰
宗
密
の
『
円
覚
経
略
疏
注
』
の
ひ
く
六
祖
偏
に
は
、
「
心
は
浄
明
鏡
の
如
く
、
身
は
明
鏡
基
の
如
し
」
(
叶
包
、
印
印
D
n
)
B
と
あ
り
、
登
座
と
し
て
の
身
体
と
、
そ
こ
に
置
か
れ
た
清
浄
、
む
と
い
5
う
対
応
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
「
明
鏡
」
す
な
わ
ち
心
を
「
本
よ
り
清
浄
」
と
う
た
う
こ
の
偶
の
立
場
か
ら
は
、
払
拭
の
必
要
性
を
説
く
神
秀
備
は
心
の
清
浄
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
恵
能
は
、
神
秀
偽
を
「
一
た
び
聞
く
に
及
び
、
未
だ
見
性
せ
ざ
る
を
知
」
っ
た
の
で
あ
る
(
由
∞
頁
)
。
こ
こ
で
は
、
『
荘
子
』
徳
充
符
篇
の
「
鑑
明
ら
か
な
れ
ば
別
ち
塵
垢
止
ま
ら
ず
」
と
い
う
発
想
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
い
よ
い
よ
恵
能
第
一
偶
で
あ
る
。
菩
提
本
元
樹
、
明
鏡
亦
元
差
。
仏
性
常
清
浄
、
何
処
有
塵
挨
。
第
一
備
は
自
性
の
清
浄
に
く
わ
え
、
悟
り
の
智
慧
に
は
樹
や
基
の
ご
と
き
基
体
な
ど
は
な
い
と
う
た
う
。
「
樹
元
し
」
「
蓋
元
し
」
は
、
身
心
の
実
体
性
を
否
定
し
、
空
寂
に
う
ら
づ
け
ら
れ
た
智
慧
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
空
な
る
身
心
そ
の
も
の
が
清
浄
な
る
仏
性
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
実
体
が
な
い
以
上
、
い
か
な
る
煩
悩
も
性
そ
の
も
の
を
汚
す
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
が
、
恵
能
が
第
一
備
に
と
め
た
「
心
を
識
り
性
を
見
れ
ば
、
即
ち
大
意
を
悟
る
」
(S
頁
)
、
す
な
わ
ち
仏
性
と
頓
悟
の
論
な
の
で
あ
っ
た
。
「
蓋
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
心
や
そ
の
は
た
ら
き
を
固
定
的
な
何
物
か
と
見
な
し
て
し
ま
う
こ
と
の
危
険
性
は
、
郭
象
や
成
玄
英
も
感
じ
取
っ
て
い
た
。
『
壇
経
』
に
お
い
て
は
、
「
明
鏡
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
「
牽
」
が
す
で
に
周
囲
に
お
い
て
慣
用
的
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
否
定
を
通
し
て
、
よ
り
み
ず
か
ら
の
理
想
に
合
致
し
た
か
た
ち
で
心
と
智
慧
を
語
り
な
お
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
jへ
神
会
と
鏡
葺
の
比
喰
心
の
空
無
と
、
そ
こ
に
は
た
ら
く
智
慧
を
う
た
う
恵
能
第
一
備
は
、
t
 
『
雑
徴
義
』
の
い
う
「
本
よ
り
空
寂
な
る
体
上
に
、
自
よ
り
般
若
の
智
有
り
て
能
く
知
る
」
(
ミ
頁
)
を
想
起
さ
せ
る
。
「
空
寂
」
や
「
無
念
」
に
智
慧
の
根
拠
を
も
と
め
る
神
会
が
、
底
山
筒
法
師
の
質
問
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
「
高
室
」
の
喰
を
無
視
し
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
心
の
実
体
視
を
さ
け
る
の
み
な
ら
ず
、
か
れ
の
か
ん
が
え
る
心
と
智
慧
と
の
関
係
か
ら
も
ふ
さ
わ
し
い
態
度
で
あ
っ
た
。
神
会
は
、
空
寂
な
る
(
か
り
に
名
づ
け
れ
ば
)
心
と
智
慧
の
関
係
を
体
用
関
係
で
と
ら
え
、
そ
れ
を
「
自
よ
り
有
り
」
「
自
然
に
有
り
」
と
表
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
「
雑
徴
義
』
に
は
「
空
寂
の
体
上
に
、
自
よ
り
本
智
有
り
、
知
を
謂
い
て
照
用
と
為
す
」
(
戸
田
頁
)
と
み
え
る
。
体
用
と
は
不
即
不
離
の
関
係
で
あ
り
、
「
自
有
」
「
自
然
有
」
と
は
必
然
的
存
在
の
謂
で
あ
ろ
う
。
神
会
に
は
、
空
寂
の
体
を
離
れ
た
智
慧
や
、
智
慧
を
と
も
な
わ
な
い
本
体
は
か
ん
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
蓋
」
な
ど
は
相
包
比
せ
ず
、
一
枚
の
鏡
に
よ
っ
て
照
用
と
そ
の
根
拠
と
を
包
摂
す
る
比
倫
こ
そ
が
、
心
と
智
慧
を
測
る
か
れ
の
距
離
感
に
合
致
し
た
の
で
あ
る
。
お
な
じ
く
神
会
派
に
関
わ
り
の
深
い
文
献
と
い
っ
て
も
、
神
会
本
人
の
語
録
、
「
五
更
転
」
『
壇
経
』
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
(
初
)
差
異
を
存
し
て
い
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。
お
わ
り
に
鋭
蓋
の
比
喰
の
源
流
は
、
『
荘
子
』
の
「
霊
室
」
と
「
鏡
(
鑑
)
」
に
も
と
め
ら
れ
る
。
別
々
の
文
脈
に
お
か
れ
て
い
た
ふ
た
つ
の
響
え
を
、
お
そ
ら
く
は
漢
訳
仏
典
で
の
用
例
も
念
頭
に
お
き
な
が
ら
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
の
は
、
六
朝
の
仏
教
徒
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
教
説
が
道
家
・
道
教
へ
逆
輸
入
さ
れ
も
し
た
こ
と
は
、
成
玄
英
の
『
荘
子
疏
』
か
ら
看
取
し
う
る
。
た
だ
し
そ
の
「
蓋
」
は
、
安
定
性
で
は
な
く
全
て
を
み
そ
な
わ
す
高
さ
、
万
能
性
を
象
徴
し
た
。
唐
代
中
期
の
禅
宗
に
至
っ
て
、
そ
び
え
立
つ
う
で
な
で
は
な
く
、
智
慧
の
鏡
を
さ
さ
え
る
蓋
座
と
し
て
の
「
基
」
が
語
ら
れ
は
じ
め
る
。
禅
定
体
験
に
基
礎
を
置
く
悟
り
を
伝
え
る
た
め
、
よ
り
安
定
性
を
強
調
し
た
形
象
を
模
船
索
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
「
鏡
」
に
よ
り
密
着
し
た
表
情
現
を
追
求
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
宜
主
の
存
在
岐
に
反
対
す
る
表
現
も
ほ
ぽ
同
時
に
あ
ら
わ
れ
、
『
壇
経
』
の
恵
能
呈
心
しな
偶
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
乙
と
は
、
『
大
乗
要
語
』
よ
り
南
宗
齢
禅
の
登
場
を
へ
て
『
宝
林
伝
』
に
至
る
わ
ず
か
百
年
足
ら
ず
の
聞
に
、
9
智
慧
と
心
を
め
ぐ
る
思
索
が
集
中
的
に
な
さ
れ
、
『
壇
経
』
の
ご
と
き
5
深
刻
な
反
省
に
ま
で
到
達
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
蓋
」
を
め
ぐ
る
比
輸
の
用
法
は
、
智
慧
の
根
拠
と
な
る
心
の
と
ら
え
か
た
を
示
し
て
い
る
。
ゆ
る
ぎ
な
い
安
定
性
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
れ
ば
「
蓋
」
が
設
定
さ
れ
、
清
浄
さ
、
自
在
さ
と
表
裏
を
な
す
空
虚
さ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
れ
ば
「
憂
」
は
無
視
さ
れ
、
あ
る
い
は
否
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
振
幅
は
す
で
に
『
荘
子
』
の
用
語
中
に
庇
胎
し
て
も
い
た
が
、
問
題
と
し
て
主
題
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
心
と
智
慧
を
め
ぐ
る
議
論
を
自
覚
的
に
た
た
か
わ
せ
た
の
は
、
仏
教
徒
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鏡
と
蓋
の
比
喰
は
、
神
会
の
語
録
や
歌
辞
、
お
よ
び
『
壇
経
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
南
宗
禅
を
確
立
せ
し
め
た
文
献
に
お
い
て
、
『
荘
子
』
以
来
の
問
題
を
継
承
し
つ
つ
、
し
か
し
表
現
の
清
新
さ
と
内
容
の
精
鰍
さ
を
え
て
、
大
き
な
発
展
を
と
げ
た
。
こ
と
に
、
恵
能
呈
心
備
に
よ
る
「
元
蓋
」
と
い
う
表
現
は
、
郭
象
が
遠
慮
が
ち
に
語
り
始
め
た
不
安
を
よ
り
明
確
に
言
い
切
っ
て
3
i
o
 
し
』前
近
代
の
思
惟
に
お
い
て
は
、
比
輸
の
彫
琢
と
理
論
の
精
錬
と
が
、
し
ば
し
ば
未
分
化
な
ま
ま
で
あ
っ
た
と
お
ぽ
し
い
。
た
と
え
ば
、
影
城
法
師
の
比
喰
と
吉
蔵
の
批
判
と
を
ふ
た
た
び
想
起
し
た
い
。
彰
城
嵩
は
、
不
動
な
ま
ま
に
像
を
去
来
さ
せ
る
鏡
の
特
性
に
つ
い
て
は
述
べ
な
が
ら
、
な
ぜ
仏
智
も
そ
れ
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
一
切
説
明
し
な
い
。
吉
蔵
の
非
難
に
し
て
も
、
「
此
の
解
を
作
す
と
維
も
」
と
語
り
始
め
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
、
無
情
に
し
て
無
常
な
る
い
か
ん
鏡
を
「
云
何
ん
が
常
住
の
智
に
響
え
ん
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
60 
こ
で
は
、
「
解
」
の
問
題
が
い
つ
の
間
に
か
「
響
」
の
問
題
に
す
り
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
教
に
お
け
る
智
慧
や
心
の
重
要
性
は
、
言
を
待
た
な
い
。
だ
が
教
理
上
の
要
請
と
同
時
に
、
中
国
仏
教
に
お
い
て
は
そ
れ
を
語
り
う
る
比
喰
の
定
型
を
持
ち
、
し
か
も
そ
れ
が
偶
頒
や
歌
謡
に
お
い
て
詩
語
と
し
て
定
着
し
た
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
思
想
・
表
現
が
模
索
さ
れ
つ
づ
け
た
の
だ
ろ
う
。
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山
「
六
祖
壇
経
諸
本
集
成
』
中
文
出
版
社
、
s
a年
『
南
陽
和
尚
問
答
雑
徴
義
』
υ
楊
曽
文
『
神
会
和
尚
神
話
録
』
中
華
書
局
、
5
8
年
『
敦
抽
出
出
土
神
会
語
録
』
石
井
光
雄
私
家
版
、
s
u
N
年
『
張
説
之
文
集
』
e
四
部
叢
刊
本
「
五
更
転
」
日
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
別
巻
、
臨
川
書
庖
『
宝
林
伝
』
u
柳
田
聖
山
主
編
『
宝
林
伝
・
伝
燈
玉
英
集
』
中
文
出
版
社
、
5
3
年
O
参
考
文
献
ロ
由
民
BJNFF同・司
E-(HU品
吋
)
「
霊
な
る
鏡
」
林
信
明
訳
『
ポ
ー
ル
・
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
禅
学
論
集
』
(
『
花
園
大
学
園
際
禅
学
研
究
所
研
究
報
告
』
第
一
冊
)
巴
留
年
、
白
l
g
頁
印
順
(
昌
司
)
『
中
国
禅
宗
史
』
上
海
書
底
、
出
由
同
年
小
川
隆
(
N
S
吋
)
『
神
会
敦
抽
出
文
献
と
初
期
の
禅
宗
史
』
臨
川
書
庖
伊
吹
敦
(
巴
旧
日
)
「
『
頓
悟
真
宗
金
剛
般
若
達
彼
岸
法
門
要
決
』
と
荷
沢
神
会
」
三
崎
良
周
編
『
日
本
・
中
国
仏
教
思
想
と
そ
の
展
開
』
山
車
官
房
仏
書
林
、
同
記
ω
回
目
頁
伊
吹
敦
(
N
E
E
H
)
『
禅
の
歴
史
』
法
蔵
館
木
下
鍛
矢
(
呂
田
由
)
「
鏡
・
光
・
魂
瞬
」
『
朱
蒸
再
読
|
朱
子
学
理
解
へ
の
一
序
説
』
研
文
出
版
、
足
l
g
頁
仙
石
景
章
2
3
3
「
三
諦
円
融
と
明
鏡
の
醤
聡
に
つ
い
て
」
『
天
台
大
師
千
四
百
年
御
恩
忌
記
念
天
台
大
師
研
究
』
祖
師
讃
仰
大
法
会
事
務
局
・
天
台
学
会
、
N
由印
1
M
g
頁
孫
昌
武
(HS∞
)
つ
心
鋭
。
考
」
釈
如
禅
主
編
『
〈
六
祖
壇
経
》
研
究
』
(
三
)
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
N
C
S
年
、
自
由
i
白
N
頁
陳
寅
惰
2
8
N
)
「
禅
宗
六
祖
伝
法
偶
之
分
析
」
『
《
六
祖
壇
経
》
研
究
」
(
一
)
、
Nω
十
呂
田
頁
唐
代
語
録
研
究
班
(
N
8
3
「
神
会
の
語
録
壇
語
』
禅
文
化
研
究
所
部
文
寛
(
同
沼
田
)
「
陳
寅
俗
《
禅
宗
六
祖
伝
法
偶
之
分
析
V
設
補
」
、
『
敦
燈
吐
魯
番
学
耕
転
録
』
新
文
豊
出
版
公
司
、
N
E
U
M
E
田
頁
福
永
光
司
(
H
g
d
「
道
教
に
お
け
る
鏡
と
剣
ー
そ
の
思
想
の
源
流
|
」
『
道
教
思
想
史
研
究
』
岩
波
書
庖
、
同
1
3
頁
方
広
錯
(
N
8
8
「
敦
燈
本
《
壇
経
》
校
釈
疏
義
」
『
蔵
外
仏
教
文
献
』
第
十
輯、
ω
N
由
色
町
頁
、
第
十
一
輯
、
出
H
S
N
頁
、
第
十
二
輯
、
ω
白
色
∞
頁
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
柳
幹
康
(
N
8
3
「
『
傍
伽
師
資
記
』
に
見
え
る
禅
問
答
の
萌
芽
に
つ
い
て
指
事
問
義
と
鏡
の
替
喰
」
『
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
』
十
五
、
∞
町
田
∞
官
民
柳
田
聖
山
(
呂
田
叶
)
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
法
蔵
館
楊
曽
文
(
N
S
H
)
『
新
版
敦
燥
新
本
六
祖
壇
経
』
宗
教
文
化
出
版
社
【注】
(
l
)
格
者
日
会
、
得
総
持
之
印
、
独
砲
撃
珠
。
習
徒
迷
真
、
橘
根
変
体
、
完
成
『
檀
(
壇
)
経
』
伝
宗
一
、
優
劣
詳
突
」
(
『
全
唐
文
』
巻
七
一
五
)
(
2
)
『
壇
経
』
の
本
文
は
、
「
敦
煙
写
本
《
壇
経
V
原
本
』
に
影
印
さ
れ
た
敦
燈
博
物
館
七
七
号
文
書
を
用
い
、
引
用
に
は
頁
数
を
付
し
た
。
ス
ク
イ
ン
五
四
七
五
や
、
楊
曽
文
(
N
S
H
)
、
方
広
錯
(
M
8
3
な
ど
の
校
本
に
よ
っ
て
改
め
た
箇
所
も
あ
る
が
、
注
記
は
し
な
い
。
(3)
柳
田
0
8
3
の
よ
う
に
主
と
し
て
祖
統
説
の
発
展
過
程
か
ら
『
曹
渓
大
師
別
伝
』
と
の
先
後
関
係
を
論
ず
る
立
場
も
あ
る
が
、
拙
稿
で
は
船
採
ら
な
い
。
両
者
の
相
違
は
時
代
的
変
化
で
は
な
く
、
恵
能
門
下
に
お
晴
明
け
る
師
説
理
解
の
幅
を
し
め
す
も
の
と
か
ん
が
え
る
。
鏡
(4)
宋
代
以
降
の
諸
本
と
は
、
『
六
祖
壇
経
諸
本
集
成
』
に
収
録
さ
れ
た
い
興
聖
寺
本
以
下
の
テ
ク
ス
ト
を
指
す
。
以
下
同
じ
。
叫
(
5
)
印
順
(HE)は
こ
う
し
た
呼
称
の
不
統
一
を
、
段
階
的
な
増
広
の
墓
痕
跡
と
み
る
(
N
さ
ら
ロ
頁
)
。
(6)
興
味
深
い
の
は
、
恵
能
の
語
中
に
あ
る
「
依
此
頒
修
行
」
を
、
敦
博
本
は
「
依
法
煩
修
行
」
と
誤
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
(
拙
稿
は
ス
タ
イ
61 
ン
本
に
し
た
が
っ
た
)
。
敦
博
本
の
筆
写
者
は
、
弘
忍
の
言
う
「
依
法
修
行
」
を
連
想
し
た
た
め
に
か
か
る
誤
写
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
う
。
こ
れ
ま
た
、
両
者
の
類
似
を
側
面
か
ら
支
持
す
る
事
実
と
お
も
わ
れ
る
。
(7)
「
身
是
菩
提
樹
、
心
是
明
鏡
塁
。
時
時
払
力
下
、
不
備
若
(
惹
)
塵
挨
」
(
ス
ク
イ
ン
九
八
五
背
面
)
。
『
大
乗
要
語
』
は
、
「
無
依
一
精
明
、
分
成
六
和
合
」
な
ど
『
首
拐
厳
経
』
巻
六
の
偽
に
由
来
す
る
語
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
八
位
紀
初
め
以
降
の
成
立
と
な
る
。
ま
た
、
恵
能
偶
を
引
か
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
南
宗
の
一
尊
が
確
立
し
た
九
世
紀
ま
で
は
下
ら
な
い
作
品
で
あ
ろ
う
。
(B)
『
日
本
比
丘
円
珍
入
唐
求
法
目
録
』
(
叶
目
、
口
己
釦
)
、
『
智
謹
大
師
請
来
日
録
』
(
寸
回
目
、
戸
C
E
F
)
。
前
者
は
大
中
十
一
年
(
∞
勾
)
、
後
者
は
同
十
二
年
の
目
録
で
あ
る
。
(9)
中
国
思
想
に
お
け
る
鏡
に
つ
い
て
、
拙
稿
で
は
ロ
o
E
M
m
s
=
。
(
忌
む
)
、
福
永
2
8
3
、
木
下
(
H
S
U
)
に
多
く
を
負
う
。
(
日
)
そ
れ
以
外
の
仏
教
に
お
け
る
鏡
の
比
喰
に
つ
い
て
は
、
仙
石
(
足
当
)
参
照
。
(
H
)
本
文
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
吉
蔵
『
中
観
論
疏
』
巻
第
一
末
(
叶
鳥
、
ロ
ロ
)
や
瀦
頂
『
浬
紫
綬
玄
義
』
巻
下
(
寸
ω
回
、
ロ
与
)
に
み
え
る
同
内
容
の
引
文
を
参
考
に
し
た
。
(
ロ
)
「
俗
に
三
世
の
流
動
、
万
境
の
去
来
有
り
、
仏
智
掛
和
ん
が
之
を
照
ら
さ
ん
乃
至
、
仏
地
の
一
念
、
横
に
万
法
を
照
ら
し
、
竪
に
万
時
を
照
ら
し
、
鏡
を
高
蓋
に
懸
く
る
が
如
し
」
(
『
浬
探
経
玄
義
』
巻
下
、
叶
お
、
ロ
m
w
E
)
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
鏡
の
比
轍
を
持
ち
出
し
た
の
は
開
善
智
蔵
と
さ
れ
る
。
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(
日
)
『
広
弘
明
集
』
巻
第
二
十
九
所
引
「
詳
玄
賦
」
を
参
照
。
(M)
こ
れ
以
前
の
禅
仏
教
に
お
け
る
鏡
の
比
鳴
に
つ
い
て
は
、
柳
(
N
8
3
参
照
。
(
日
)
『
雑
徴
義
』
の
本
文
は
「
神
会
和
尚
禅
話
録
』
を
底
本
と
し
、
引
用
に
は
頁
数
を
付
す
。
文
字
の
確
定
に
は
、
石
井
光
雄
旧
蔵
敦
燈
本
お
よ
び
ス
タ
イ
ン
六
五
五
七
も
参
照
し
た
。
石
井
本
『
雑
徴
義
』
は
、
場
曽
文
(
H
3
3
に
よ
れ
ば
貞
元
七
年
(
吋
記
)
あ
る
い
は
八
年
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
(
日
)
柳
田
(
呂
田
吋
)
目
白
lN田
叶
頁
、
お
よ
び
小
川
(
N
8
3
H
8
I
E
C
頁。
『
梯
伽
師
資
記
』
道
信
章
「
而
法
性
身
、
無
心
起
作
。
如
頗
梨
鏡
懸
在
高
堂
、
一
切
像
悉
於
中
現
、
鏡
亦
無
心
、
能
現
種
種
」
(
寸
旬
、
ロ
勾
『
)
(
口
)
心
鏡
外
庫
、
匪
磨
莫
照
(
心
の
鏡
に
盛
が
つ
け
ば
、
磨
か
な
け
れ
ば
光
ら
な
い
)
(
「
唐
玉
泉
寺
大
通
禅
師
碑
」
『
張
説
之
文
集
』
巻
十
九
)
(
国
)
ス
タ
イ
ン
六
一
O
三
+
二
六
七
九
の
一
本
が
「
荷
沢
寺
神
会
和
尚
五
更
転
」
と
題
す
る
が
、
他
の
諸
本
は
「
南
宗
定
邪
正
五
更
転
」
「
南
宗
大
乗
五
更
転
」
「
大
乗
五
更
転
」
「
五
更
転
頒
」
「
五
更
転
一
首
」
と
し
て
、
神
会
作
と
は
し
な
い
(
『
神
会
の
語
録
』
N
包
頁
)
。
(
問
)
「
五
更
転
」
の
底
本
と
し
て
は
、
敦
博
七
七
号
『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
直
了
性
壇
垣
間
」
の
末
尾
に
速
写
さ
れ
た
も
の
を
、
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
別
巻
の
影
印
に
よ
っ
て
用
い
る
。
ほ
か
、
ス
ク
イ
ン
四
六
三
四
、
S
六
O
八一ニ、
S
六
九
二
三
、
お
よ
び
楊
曽
文
(
邑
田
町
)
と
『
神
会
の
語
録
」
を
参
照
し
た
。
本
文
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
『
神
会
の
語
録
』
を
参
考
し
た
上
、
衣
川
賢
次
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
方
広
錨
(Mg白
)
も
衣
川
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
知
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
(
初
)
「
五
更
転
」
に
つ
い
て
は
、
門
人
ら
に
よ
る
仮
託
で
あ
る
か
、
神
会
の
作
だ
と
し
て
も
、
法
会
の
参
会
者
が
合
唱
す
る
な
ど
の
用
途
の
た
め
に
、
初
学
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
を
目
指
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
『
雑
徴
義
』
劉
澄
序
に
は
「
宝
偶
は
寅
花
に
妙
た
り
、
清
唱
は
円
果
に
頓
た
り
」
(
S
六
五
五
七
)
と
あ
り
、
神
会
の
説
法
が
偏
煩
の
詠
唱
を
ふ
〈
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
